
授業科目「教育方法・技術論」の改編に向けて

• 2021年度から、2022年度に向け、１年次設定科目「教育方法・
技術論」(教育の方法及び技術)と新設科目「ICT活用論」(情報
通信技術を活用した教育の理論及び方法)の併用したコアカリ
キュラム、シラバスの作成と授業内容・方法の改善を目指した。

新しい「教育方法・
技術論」

新設
「ICT活用論」

目標：１年次の設定科目「教育の方法と技術」において、「探究的な学習」
の内容の理解と同時に、情報通信技術の活用を目指す。

学習指導要領改正・社会の要請による東京工芸大学教職課程
カリキュラム・授業改善の取り組み例

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つのPDCAサイクルは、来年度２０２２年度の実施を見通した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた、2021年本年度、半期の授業の実践からの授業内容とシラバス作成の改善です。本日の発表は時間の都合上、本年度実施した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた授業の取り組みの紹介になります。(来年度2022年度、実施予定の新しい「教育方法・技術論」の授業内容の改善とシラバス作成に向けた本学のこれまでの取組の紹介になります。)



2021年度実施
した「教育の方
法及び技術」

• オムニバス教員
(3名)
• 5教科(数・理・
美・工業・情報)8
グループ(1グルー
プ5、6名)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Pプランとして考えた本年度2021年度実施した「教育方法・技術論」のシラバスの一部各授業回のタイトルがこちらです。教員3名と学生は４０名強です。「教育方法・技術論」のシラバスは新科目「ICT活用論」の組み入れを見越して作成しました。目指した学生の目標像はICTを活用した学習指導案の中の「授業展開」が作成できることと「授業展開」に基づいた授業を説明できること。の２点です。学生が自身の授業説明の視点として、探究的な学習におけるICT活用におきました。



「教育方法・技術論」と「ICT活用論」
との統合したコアカリキュラム

• 「教育の方法及び技術」と併用したシラバスを作成する場合、
「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の「全体目標、
一般目標、到達目標の内容が全体に含まれていること」とある。

• そこで、「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の

コアカリキュラムの中のキーワードを見つけておく。

「教育の方法及び技術」のコアカリと統合したス
ラバスの作成及び授業実践を目指す。

2021年度に準備したこと

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「教育の方法及び技術」と「ICT活用論」と併用したシラバスを作成する場合、留意点として「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の「全体目標、一般目標、到達目標の内容が全体に含まれていること」とあることから、「ICT活用論」のコアカリの中のキーワードを見つけておきました。



新・教育方法・技術論
「探究的な学習」

(学びの深さ)

2021年度に準備したこと

教育方法・技術論
(コアカリ)

「主体的・対話的
で深い学び」

ICT活用論(コアカリ)
「主体的・対話的で

深い学び」

ICT活用による支援

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コアカリの中のキーワードとして、双方のコアカリにある「主体的・対話的で深い学び」の「学びの深さ」を一応、学習者である生徒たちの「探究的な学習」におき、それを先生が支援するためのICT活用として焦点化しました。



実施内容(左) と 提出課題(右) (2021年度)

A, B, Cは教員名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「探究的な学習」を支援するICT活用をねらいとするため学生には事前課題の作成とそれをもとにした学生発表を「教育方法・技術論」の授業の内容として重視しました。学生が各自、ICTを活用した「授業展開」、「板書計画(授業シナリオ)」を作成し、それらを元に一人最低１回、「授業発表」を行うことにしました。事前課題として「授業展開」作成のための「授業構想」の作成と事後課題として「改善した学習指導案(授業展開)」や「他者評価を取り入れるレポート」の作成などを用意しておきました。



着目する
学習場面

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは、文科省のサイトにある初等中等教育学校におけるICTを活用した学習場面の例ですが、学生には「授業展開」の作成には、Cの協働学習に着目するようにしました。



「教育方法・技術論」の
授業方法において工夫した点
• 協働学習における情報通信技術活用の授業体験・・・協働学習の学
習形態の一つ「知識構成型ジグソー法」における情報通信技術を活
用した授業を学生が体験する(「探究的な学習」の体験を含む)。

• 反転授業・・・授業内容の確保と学修時間の効率の向上。事前課題
をもとに、学生が授業で発表、議論していく。

• メタ化(遠隔授業)・・・オンライン授業は、その意義を学生に直接
示せる一方で、オンライン授業の課題(説明中心の授業)の克服も視
野に入れる必要がある。遠隔授業において学生たちの行う「授業発
表」の方法と内容にメタ化の必要がある。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
初等中等教育で、必ずしも全員が体験しているとは限らないので、まずは情報通信技術を活用した授業体験を授業回の早い段階で取り入れました。先のC1,C2に対応する形です。次に、反転授業による授業の多くの場面で発表、議論の時間にすることで時間の効率を学生には体感してもらいます。そして、遠隔授業の課題でもある学生の発表が独善的にならないように、学生自身が準備も含めて発表などの際自身の在りようをメタ化、客観化できるように工夫を行いました。



協働学習


ジグソー・クロストーク・振り返りに行うプリント【教育方法・技術論　演習用】

　年　組　番　氏名　　　　　　　　　　



問題

下図のような直径２０cmの丸太から、できるだけ大きな正方形の角材を切り出したい。

その時、正方形の１辺の長さは何cmになるのだろうか。その求め方を説明してください。

[image: 挿絵 が含まれている画像

自動的に生成された説明]









＊この問題を解くために必要なことは何であったのかを振り返ってください。何が、わかると良かったのか？











課題

知識構成型ジグソー法の学習はどのような点が「深い学び」として良いと考えられますか？

image1.png





協働学習


エキスパートAで行うプリント【教育方法・技術論　演習用】

　年　組　番　氏名　　　　　　　　　　

直径２０cmの丸太を円と見立てて、円からできるだけ大きな正方形をつくることを考えます。

[image: 挿絵 が含まれている画像

自動的に生成された説明]

＊下図の円を用いて切り口を決めて、正方形を色々と作図して最大の切り口(1辺)を見つけよう。

[image: 図形 が含まれている画像

自動的に生成された説明]

問題

正方形が最大になる切り口とその理由を以下で説明してください。
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エキスパートBで行うプリント【教育方法・技術論　演習用】

　年　組　番　氏名　　　　　　　　　　



下図のように１マス１cmの方眼用紙に正方形をつくりました。それぞれの正方形の面積と１辺の長さはいくつになりますか？



[image: 図形, 多角形

自動的に生成された説明]





問題

正方形の面積と１辺の長さはどのような関係であるか以下で説明してください。

image1.png




エキスパートCで行うプリント【教育方法・技術論　演習用】

　年　組　番　氏名　　　　　　　　　　



下図のように１マス１cmの方眼用紙に正方形をつくりました。正方形の対角線の長さを用いて１辺の長さを求めてみよう！



[image: 建物, 障子, 座る, 時計 が含まれている画像

自動的に生成された説明]



1辺の長さ　　　　　　　　　　　　1辺の長さ













問題

正方形の対角線の長さと１辺の長さはどのような関係であるか、またその理由を以下で説明してください。
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反転授業 2. あなたが作成した授業構
想において「ICTの活用」及
びその活用を行うことでどこ
に、どのように「探究的な学
習」の補助となるように、あ
なたは工夫して盛り込んだの
かを、専門教科でない人にも
わかるようにできるだけわか
りやすく、具体的に以下で詳
細に説明してください。


URL「教職課程における教師のICT活用指導力充実に向けた取組について」のサイト



・各教科等の指導におけるICTの効果的な活用に関する解説動画 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00941.html 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00941.html 



・「各教科等の指導における ICT の効果的な活用について」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html 



・「教育の情報化に関する手引」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html 

第４章　教科等におけるICTの活用　など

https://www.mext.go.jp/content/20200701-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf



・「小中高等学校における ICT を活用した学習の取組事例」(令和2年5月) 

https://www.mext.go.jp/content/20200527-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf 

[image: page8image23193216]

https://www.mext.go.jp/content/20200527-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf 
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5/24月曜日17:00までにグーグルドキュメントに提出                   　　　　　　　　　

教科名　　　　　　　　　　

　　　　　　コース　学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　



1. 授業構想(ICTの活用を含む)を作成する。

単元名(                          )本時のねらい









題材(教材)















中心的な問い







活動(展開)



























学習形態







まとめ



2. あなたが作成した授業構想において「ICTの活用」及びその活用を行うことでどこに、どのように「探究的な学習」となるように、あなたは工夫して盛り込んだのかを、専門教科でない人にもわかるようにできるだけわかりやすく、具体的に以下で詳細に説明してください。





反転授業

・二段階作成
学生は「授業構想」から
「授業展開」と「板書計
画もしくは授業シナリ
オ」を作成していく。

・二段階発表
学生は教科グループの代
表発表と個人全員発表を
行う。


第6回　探究とICTの活用について　　　　　　　　　　　　　           2021/5/15



１　「探究」という視点

・学習指導要領から

３つの観点「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力や人間性等」

・「主体的・対話的で深い学び」の実現

　学習者の学びの深さを知る、得る、整える。

・学習の段階として「(知識の)習得」、「活用」、「探究」

　応用問題、発展問題とはいささか異なる。

・授業実践上から良い学習環境の設計(教材、生徒の理解を理解する、先生の振る舞いなど)

これらを主に「教材研究」、「学習指導案作成」、「模擬授業の実施」

＊教師の専門性として、行っていきます。



２　「探究」と「ICTの活用」との関連

・探究の問い　「Why〜, How〜など」

・探究の中身　「知る」「わかる」「使える」の段階

・探究学習の内容　「発見する」、「例外を探す」など

・「探究」をするためにICTが活用できると良い部分を探す。

(ICTをあえて使わないところがわかると探しやすい。) グラフを書くことなど。

＊知識の理解でも探究はある。例えば、「なぜ〜の公式になるのか？」

＊前回配布した教科書の例、シラバスにあげてあるサイトなどみてほしい。



-メモ-





メタ化

• 「授業構想」から
「授業展開」の作成へ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、メタ化です。「探究的な学習」を学生には問い続けていく中で、自身の作成した「授業構想」から「授業展開」の作成につなげていくことを行いました。


【教育方法・技術論　第8回課題】　本日２２：００提出締め切り

提出の際は、Classroomのグーグルドキュメントに必ず、ファイル名と課題の最初に

「(学籍番号)＋(氏名)＋(第○○回レポート課題)」としてください。

(記入のない場合、出席確認も評価もできないので注意してください。)



【課題】

先週と今週の２回にわたっての発表や他の人のコメントを聴いて、あらためてどのようなことを探究すると良いと考えるか、またそのような探究的な学びをどのように授業に取り入れていくか(学習内容や単元との関連)、さらにそのような探究的な学びを促進や補助するために、ICTをどのように活用していくことが望ましいと考えるか。ご自身の教科、そして作成した授業構想などをもとに具体的に述べてください。

(500字)



＊ご自身の教科で「なぜ(Why)〜」「どのように(How)〜」などが問えるようにすると、探究的な学びが想起されやすいと思います。まず探究を考え、そのあとにICTの活用を考えるといいと思います。

(【注意】これまで何度か申しましたが、「何を(が)(What)」を問うと、日本語上では探究(探す、見つけよう)となりえますが、「探究的な学び」という意味での探究にならないことが多いので注意してください。)



メタ化

• 学生は、全員自身で作
成した「授業展開」と
「板書計画もしくは授
業シナリオ」を解説発
表する(一人約５分)。

• 「探究的な学習」にお
けるICTの活用を一貫
して問う課題を設け、
課題に沿った授業展開
を説明する。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学生が自身で作成した、「授業展開」「板書計画(授業シナリオ)」に基づいて、ICTをどのように活用しているのかを解説する「授業発表」を設けました。



メタ化

•「授業発表」
の前準備

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは、「授業発表」のための前準備としての問いです。


第10回「授業展開」説明のための問い(例)



  作成した「授業展開」を説明するもしくは、質問を受ける際の予想される問いの例を用意しましたので、活用してください。



・本時の目標は、どのような力をねらったものか？

・本時の目標は、３つの評価観点のどれに対応するのか？

・中心的な問いは何か？

・中心的な問いは、学習内容や生徒の活動のどこに対応するのか？

・なぜ、そのように問うのか？

・プリントや練習問題などの活動は、どのような力をねらったものか？

・学習内容と生徒の活動はどのように対応しているのか？

・指導は学習内容の何を留意することを考えたか？

・なぜ、このような展開であるのか？

・なぜ、このような教材(題材)であるのか？

・評価規準は何か、どのように対応させたのか？

・学習形態は何をねらっているのか？



メタ化

•他者コ
メント
の実施

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
他者コメントの実施。



メタ化

•授業発表後の
「改善した授業
展開」の作成

•「他者の授業か
らの取り入れ」


次の①と②のそれぞれについての課題提出をお願いします。
①授業発表に関する改善された「授業展開」をこちらに提出してください。修正追加した箇所は赤字などでわかるようにして示してください。

②その際、改善の元にする資料は別紙「授業展開」作成の問いとして、その中の１３項目のうち最低７項目以上について各自で選びその問いに対して、別紙にてこたえを作成してください。
さらに、他者のこれまでの発表を聞いて自身の「授業展開」に取り入れた(あるいは参考にした)方の第○回お名前、内容と導入できる箇所を指摘し、および自身の「授業展開」に取り入れた箇所、そしてその取り入れた理由を述べてください。(A4一枚程度にまとめる)

第１５回の授業で、議論の場面をつくるので発表の際、何をどのように改善したのかをきちんと示して発表を行っていただきます。
これまでの授業や授業発表のところでもお伝えしましたが、「授業展開」はフォーマットに従ってください。一応、「授業展開」の枠を添付しておきます。

「授業展開」は中学校、高等学校学習指導要領　解説をきちんと見て作成(見ていない中での「授業展開」の作成は授業を表すものとは言えません)してください。

特に、「授業展開」において教師の指導・留意点は「何を、どのように理解させるのか」、「何を、どのように確認するのか」など、
ご自身の専門の内容と指導におけるポイントを具体的に記載する必要があります。
「何を、どのように」の記載が大切で「グループワークを用いる」などの学習の方法としてだけではなく、教科指導の専門家である教師としてのご自身の専門の内容の理解をご自身で問い、
ここを教科書をみるだけではなく学習指導要領に基づくポイントとしてズレがなく、厚くなるように記載することが大切です。
そして、指導内容に合わせた評価規準と観点の記載が必要です。
別紙「授業展開」作成の問いに応えられるようにすると良いです。(添付しておきます。)


提出の際は、Classroomのグーグルドキュメントに①と②それぞれに必ず、ファイル名と課題の最初に「(学籍番号)＋(氏名)＋(第○○回レポート課題)」としてください。
(記入のない場合、出席確認も評価もできないので注意してください。)
提出は、7/22木曜日1７：００締め切りです。期限後の提出や追加は認めませんので、余裕を持って提出してください。





2022年度
の
シラバス

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこでアクションとして、２０２２年度は、主な改善点として、第５回に個と協働的・探究的な学びとICTとの関連の授業回を入れたこと。第１４回の終了時までに、改善した「授業展開」「他者の授業から自分の授業へ取り入れたいアイデア」を学生に提出してもらう。第１５回は教科グループで集まり、自身の専門教科において、２年次から始まる各教科の指導法へ取り入れることができそうなアイデアを他教科の授業からも取り入れて、考えていく授業展開とするまとめを行うことを考えました。「他者からのコメント」と「他者の授業を見ての取り入れ」を共有する機会を設定する。
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